
科

亭

は

果

し

て

宗

教

を

葬

む

る

乎

海

菅

官

田

凡
そ
人
間
は
人
間
ら
し
〈
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
、
遅
頃
一
一
般
一
枇
舎
は
自
然
科
皐
の
殺
謹
に
よ
り
て
現
在
の
宗
教
に
劃
し
て
眼

A
T
態
度
に
種
々
の
相
違
は
ゐ
る
さ
し
て
も
一
言
に
し
て
之
れ
を
言
へ
ば
侮
蔑
的
な
限
を
以
て
見
張
る
様
に
な
っ
た
事
は
明
か
で

わ
る
o
而
し
て
又
之
れ
に
劃
す
る
宗
教
家
其
れ
自
身
仁
於
て
も
自
己
の
内
面
生
活
や
博
統
の
宗
闘
の
制
度
を
反
省
し
て
其
蕗
じ

必
令
し
も
彼
等
の
視
察
の
誤
ち
で
な
い
事
を
考
へ
さ
せ
ら
る
」
時
、
自
家
の
生
活
形
式
の
上
仁
多
〈
の
矛
盾
を
見
出
し
た
事
も

疑
ひ
な
い
、
そ
ニ
で
互
に
最
も
鼻
、
面
目
な
最
も
隼
い
生
活
の
意
義
を
見
市
そ
う
さ
努
力
す
る
時
、
そ
こ
に
は
互
に
一
方
を
緯
護

し
他
方
を
こ
ぎ
落
さ
う
さ
す
る
の
は
其
の
目
的
で
な
い
の
は
一
五
ふ
迄
も
な
〈
、
従
っ
て
雨
者
が
か

L
る
間
隔
を
永
〈
縫
持
す
る

巴
云
ふ
一
帯
は
、
人
間
其
の
も
の
、
意
義
乞
遊
仁
失
却
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
さ
云
ふ
は
め
じ
到
達
す
る
の
も
事
貨
で
ゐ
る
、
き
れ
ば
こ

さ
じ
能
ふ
限
り
の
公
平
ら
態
度
か
ら
宗
教
や
科
皐
が
人
間
に
針
し
て
知
何
な
る
関
係
巴
意
義
ご
を
有
し
て
ゐ
る
か
、
而
し
て
人

聞
は
如
何
な
る
意
識
営
以
て
之
を
迎
ふ
ぺ
き
か
を
考
察
し
て
見
や
’
フ
O

ニ

先
づ
宗
敬
イ
」
云
ふ
問
題
か
ら
一
言
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
ゐ
る
が
、
一
鶴
宗
敬
其
の
も
の
を
私
達
か
ら
見
た
場
合
、
現
今
の

多
〈
の
宗
教
家
が
貨
際
に
行
っ
て
居
る
様
な
偶
像
崇
拝
や
死
人
の
埋
葬
の
み
が
宗
敬
其
の
も
の
で
あ
ha
、
叉
宗
敬
家
の
侍
す
e
へ

き
仕
事
の
凡
で
い
ゐ
る
と
は
付
う
し
て
も
考
へ
ら
れ
な
い
、
又
現
に
存
在
す
る
幾
多
の
既
成
宗
教
は
、
矢
張
り
過
去
に
於
け
る

枇
合
現
象
で
あ
り
、
其
の
営
時
の
文
化
的
現
象
で
あ
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
亦
今
日
必
令
し
も
そ
れ
が
必
要
で
あ
る
ご
は
考
へ
ら
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れ
な
い
己
上
、
そ
れ
を
以
て
、
宗
教
の
本
質
的
接
現
の
会
部
で
あ
る
さ
は
多
分
割
映
っ
た
観
察
で
あ
る
さ
言
は
ね
ば
な
る
ま
い
、

勿
論
斯
〈
言
っ
た
か
ら
ず
回
し
て
私
遣
が
前
越
の
も
の
を
宗
教
己
外
の
も
の
若
し
（
は
、
迷
信
的
建
物
で
ゐ
る
ご
言
ひ
切
っ
て
仕

舞
ふ
の
で
は
な
｛
、
そ
れ
等
は
唯
、
宗
教
の
後
現
的
形
式
の
－
種
で
ゐ

b
、
叉
そ
れ
が
具
臨
僚
件

ω
一
部
分
で
あ
っ
て
、
宗
教
を

し
て
、
宗
教
た
ら
し
む
る
其
の
本
質
は
、
そ
れ
等
の
も
の
、
外
に
ゐ
る
ぺ
き
事
を
言
ふ
た
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
宗
教
の
本
質
ご
は
何
ん
で
ゐ
ろ
う
か
、
こ
れ
に
劃
す
る
見
解
は
必
歩
し
も
一
様
で
は
な
い
乏
し
で
も
そ
れ
が
最
も
康

い
意
味
仁
於
て
は
会
宇
宙
杢
人
生
を
支
配
す
る
庭
の
も
の
で
ゐ
っ
て
凡
て
の
も
の
、
根
底
さ
な
b
本
源

E
な
る
刀
で
あ
り
人
生

で
あ
る
巴
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
o
彼
の
波
多
野
精
一
博
士
は
之
れ
に
就
て
批
判
哲
畢
の
立
場
か
ら
論
談
し
た
。

宗
教
の
本
質
は
理
性
の
普
遍
妥
嘗
的
債
値
を
私
達
に
於
て
、
又
私
遣
を
・
通
じ
て
其
の
憤
値
内
容
を
・
貨
現
す
る
超
越
的
、
絶
侍

的
、
貴
在
の
顧
視
さ
し
て
腫
顧
す
る
事
に
宗
教
の
本
質
は
存
在
す
る
。

E
云
ひ
叉
カ
ン
ト
は
、

宗
教
根
本
的
異
理
の
内
容
は
、
道
徳
的
理
性
を
絶
待
的
貫
在
亡
し
て
認
識
す
る
事
。

で
あ
る
さ
説
い
て
居
る
、
ざ
ち
ら
に
し
て
も
人
聞
か
生
－
き
て
行
（
上
に
於
て
知
何
し
で
も
之
れ
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
毛
二

に
宗
教
の
宗
教
た
る
債
値
が
あ
る
の
で
、
寓
古
不
易
の
大
生
命
が
流
れ
て
居
る
の
で
あ
る
の

己
上
宗
敬
の
本
質
に
就
い
て
其
の
大
腫
を
述
ぺ
化
、
こ
れ
か
ら
科
撃
に
就
い
て
其
の
要
賄
を
言
は
て
科
血
中
を
分
っ
て
、
自
然

科
串
芝
、
精
紳
科
串
亡
に
別
つ
事
が
出
来
る
．
即
自
然
科
皐
は
、
物
理
化
事
、
動
物
皐
、
植
物
風
平
等
の
自
然
現
象
を
物
質
的
に

考
察
す
る
も
の
に
し
て
、
精
紳
科
事
さ
は
、
心
理
準
、
倫
理
事
、
法
律
皐
等
の
世
界
の
経
験
非
を
分
括
的
に
研
究
す
る
も
の
で
あ

る
o次
に
是
等
の
諸
科
皐
即
も
特
殊
科
皐
に
劃
し
て
、
其
普
通
の
原
理
を
探
究
す
る
の
が
今
の
経
験
界
に
艶
し
概
念
持
に
営
る
哲

皐
で
あ
る
、
前
者
の
分
析
的

u
l科
串
じ
艶
し
て
、
後
者
は
綜
合
的
科
串
、
前
者
を
形
而
下
串
ご
し
て
後
者
を
形
而
上
撃
さ
云

ふ
事
が
出
来
る
、
此
等
雨
科
事
の
職
分
は
現
象
界
の
事
買
を
基
ご
し
て
其
の
特
徴
を
盛
揮
し
人
類
生
活
の
上
に
盆
々
異
善
美
の

花
を
咲
か
せ
其
の
生
活
に
愈
々
幸
摘
を
鷲
ら
し
て
人
生
の
異
の
文
化
生
活
を
顕
現
す
る
に
至
る
、
此
慮
に
宗
教
ご
科
串
の
融
合

｝
致
を
も
見
出
す
事
が
出
来
る
さ
思
ふ
o
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一ニ

即
も
宗
教
の
本
質
は
人
間
生
活
の
金
分
換
言
す
れ
ば
物
我
－
如
の
｝
大
生
命
を
典
へ
其
慮
に
安
心
立
命
の
極
致
に
到
達
し
得

る
の
で
あ
る
、
宗
敬
は
前
述
せ
る
如
〈
人
生
生
活
の
金
分
で
且
つ
根
源
で
ゐ
る
、
科
期
・
は
同
じ
〈
人
間
生
活
の
産
物
で
は
ゐ
る

が
部
分
的
で
あ
る
、
故
に
根
底
に
於
て
は
此
の
雨
者
は
密
盛
不
離

ω闘
係
に
ゐ
る
・
』
ご
は
勿
論
で
の
ゐ
、
特
殊
科
皐
は
哲
串
に

依
っ
て
慣
値
づ
げ
ら
れ
而
し
て
宗
敢
に
依
り
て
人
聞
の
所
有
ご
し
て
異
の
生
命
を
附
・
具
さ
れ
て
活
き
て
働
〈
に
至
る
、
唯
一
騒

之
れ
を
研
究
す
る
上
に
於
て
別
っ
て
見
る
の
で
ゐ
う
て
科
串
ご
哲
皐
は
知
目
的
研
究
‘
宗
数
は
情
的
信
仰
を
以
て
劃
守
る
の
み
で

あ
る
、
如
何
に
諸
の
科
率
が
皐
理
的
進
歩
を
し
て
も
人
類
が
最
終
の
欲
求
た
る
ぺ
き
、
安
心
立
命
が
総
ら
れ
な
か
っ
た
ら
其
の

文
明
も
何
の
効
果
も
な
（
宛
も
砂
上
の
楼
閣
に
了
っ
て
仕
舞
ふ
一
υ
故
に
雨
者
は
相
侠
っ
て
文
化
生
活
は
管
ま
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

科
事
し
依
っ
て
文
化
に
華
咲
き
宗
数
に
依

h
て
そ
れ
等
一
切
乞
綜
合
し
て
真
に
人
聞
の
物
ご
し
て
前
に
満
足
を
得
る
の
で
あ

る
、
用
者
の
闘
係
は
固
よ
り
人
聞
が
異
に
生
き
ん
三
す
る
要
求
よ
り
産
出
さ
れ
た
る
も
の
な
る
巳
上
、
そ
こ
に
必
然
的
嗣
係
の

存
す
る
は
言
を
侯
h
凡
な

ι
。

四

以
上
科
事
ご
宗
教
さ
は
密
接
不
離
の
蹴
係
で
あ
る
事
を
遮
ぺ
た
、
現
代
科
皐
の
文
明
は
燦
然
た
る
花
を
咲
き
競
ふ
て
居
る
、

然
る
に
殺
か
宗
敬
界
は
、
依
然
ご
し
て
因
襲
的
形
式
の
み
に
囚
は
れ
て
居
る
も
の
が
ゐ
る
、
仮
令
ぱ
備
典
の
文
上
の
み
に
趨
っ

て
御
守
、
御
符
、
見
文
又
は
護
摩
等
の
如
く
、
尤
も
此
等
は
数
理
の
産
な
り
ざ
し
て
大
躍
に
於
て
甚
だ
惟
ま
古
る
を
得
な
い
、

是
等
只
人
間
ご
し
て
の
所
謂
文
化
生
活
仁
慣
値
ゐ
る
べ
き
最
終
盤
想
に
惹
き
入
る
ぺ
き
一
手
段
ご
し
て
一
時
は
許
す
も
是
れ
を

以
て
異
に
宗
教
の
本
質
な
h
－
ご
し
て
布
教
弘
宣
す
る
様
で
は
、
極
力
反
劃
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
現
今
の
民
家
は
、
文
化
後
展
に
伴

っ
て
是
等
の
迷
信
的
、
盲
目
的
、
信
仰
訂
破
の
問
題
も
、
有
識
階
級
に
は
唱
導
さ
れ
つ
、
ゐ
る
、
将
来
人
類
は
、
益
々
科
串
的

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ざ
、
因
襲
宗
教
は
無
智
蒙
昧
者
の
み
の
玩
具
ご
し
て
取
り
残
さ
れ
て
、
何
等
の
櫨
能
を
維
持
す
る
事
能
は
ぎ

る
ロ
至
る
は
嘗
然
で
あ
る
o

荷
も
現
代
人
を
指
噂
す
る
に
は
頑
強
な
る
形
式
的
で
は
な
ら
ぬ
、
根
底
に
横
は
る
異
意
義
の
接
露

ε其
の
力
に
依

h
て
指
導
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す
る
こ
巴
を
欲
す
る
の
で
ゐ
る
o
即
ち
人
間
生
活
上
異
に
蝕
（
ぺ
か
ら
ざ
る
債
値
ゐ
る
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
、
現
代
は
通

観
し
て
い
ゐ
る
今
週
渡
期
、
此
の
期
を
逸
せ
令
従
来
の
因
襲
的
頑
強
な
る
形
式
に
囚
は
れ
令
に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
ご
思

ふ
。
吾
組
は
岐
に
業
に
此
の
A
口
理
的
宗
数
を
題
自
の
七
字
に
結
ん
だ
、
之
一
れ
永
恒
不
易
な
る
異
理
で
ゐ
っ
て
、
人
類
普
遍
的
に
蹄

依
す
ぺ
き
根
本
原
理
仁
し
て
智
情
意
三
方
面
に
何
等
の
撞
着
を
醸
す
ζ

さ
な
き
、
一
大
宗
教
ざ
し
て
世
界
的
に
紹
介
す
る
慣
値

を
有
し
て
府
b
な
が
ら
齢
り
仁
目
醒
め
な
い
二
ご
を
慨
嘆
す
る
の
で
あ
る
。
巳
上

I ; 
－ 

・、

’ 色、
‘ ？ 
! 、
’ ~ 
f 
‘ I ． 
~ ． 

陸自
文

説

化

静

浜

生

犬
文
化
者
之
生
、
侠
於
入
、
人
也
者
文
化
之
主
艦
長
、
今
観
祉
如
、
設
現
力
月
、

S
K能
率
、
将
・
抑
芝
輩
、
是
自
然
科
皐

也
、
然
而
其
業
績

A
－
偉
大
、
其
臆
朋
山
県
民
外
、
異
足
使
ス
鯖
心
得
目
、
世
調
之
文
胡
、
以
・
お
諜
民
由
是
厚
生
、
岡
家
店
克
富
井
、

非
然
、
今
人
盆
活
其
矛
盾
、
欲
解
愈
蝋
閥
、
是
呆
何
乎
、
日
持
偏
重
科
阜
、
故
宜
説
刷
刷
業
、
反
比
潟
使
脳
、
是
某
弊
也
、
夫
魚

造
由
目
的
者
、
所
壊
声
目
的
、
、
但
爵
不
然
人
生
、
技
工
之
産
物
者
、
人
之
所
布
、
而
英
翁
是
所
役
、
局
是
所
役
、
則
夫
官
値
、

夫
主
慣
値
一
則
不
能
鳴
文
化
之
主
鶴
及
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